
令和７年度 事業報告 

１ 総括 

施設の運営に関する業務では、各施設において、県民の健康づくりや競技力向上の場を

提供すべく、安全・安心な施設運営の行うために、予防・保全を心掛けた維持管理と親切

かつ丁寧な接客サービスに取り組んだ。 

施設稼働率は多くの施設で前年度実績を上回り概ね順調であったが、大型イベントが少

なかったため、施設全体の利用者数は前年度実績を下回った。 

自主事業に関する業務では、各施設において施設の特徴を生かした様々な教室、イベ 

ントを実施した。 

一部事業で教室の統合や中止があったが、県事業の受託による新規事業の実施等により

全体の参加者数は前年度実績を上回った。 

    

     R7 実績  施設利用者数    ６６５,１６８人 

          自主事業参加者数   ６５,９３７人 

             

     R6 実績  施設利用者数    ６９２,２０１人 

          自主事業参加者数   ６５,５００人 

 

 

２ 事業内容 

 財団が実施する事業は以下の３分類とする。 

 

  ＜公１事業＞教育・文化・スポーツ系の教室、大会の開催、体育施設の管理運営を通じ

てスポーツの振興と県民の心身の健全な発達に寄与する事業 

 

  ＜公２事業＞公園文化の創造と展開のために、県民に癒しと安らぎを与え、地域住民が

集う地域協働型を基調とし、施設の活性化を目的とした都市公園の運営・

管理を行うことにより利用の促進を図る事業 

 

  ＜収１事業＞駐車場及び会議室等貸与・自動販売機設置等による物品販売に関する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度実施事業 

 

〇 事務局総務管理課 

  ＜収１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

⑴ 総  括   

ビッグ愛、ビッグホエール、ビッグウエーブにおいて自動販売機による飲料水等 

の販売を行うほか、ビッグ愛 1 階売店「りとる愛」の運営等を行った。 

売店の総客数及び平均売上は前年度実績を下回った。 

 

⑵ 実  績    

R7 実績  売店総客数   ３９,５６７人 

           売店平均売上  ５４,４３４円／日 

     R6 実績  売店総客数   ５０,８４０人 

           売店平均売上  ５７,５８７円／日 

 

 

 〇 事務局事業振興課 

  ＜公１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

スポシン出前講座やスポーツ交流大会等の当初の計画事業に加え、県からの委

託事業として「もっと健康ウォーキングイベント」など新規事業を 3 つ実施した

ことで、参加人数は前年度実績を上回った。 

 

   ⑵ 実  績   

      R7 実績  参加者数 ７,１３６人 

      R6 実績  参加者数 ６,５０７人 

  

＜収１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

教室参加者への財団ロゴマーク入りＴシャツの販売等を行った。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  売  上 １２,２６０円      

      R6 実績  売  上 １９,３２０円 

 

 



〇 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 

 ＜公１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

 ヨガ、ピラティス、ハワイアンフラダンス等１９の事業を実施した。参加者数

は、一部の事業で統廃合や実施施設の変更があったため前年度を下回った。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  参加者数 １０,５９４人 

      R6 実績  参加者数 １１,１９８人 

 

 ＜収１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

⑴  総  括   

 利用者数は前年度を下回ったが、会議室等貸与施設の稼働率は、午前、午後、

夜間のいずれの時間帯も前年度を上回った。 

利用料金は、会議室等の施設利用料が前年度実績より３．９％増加したが、南

駐車場の利用料金が５．５％の減少となった。 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  利用者数 １２４,９５８人 

稼働率午前６４.７％、午後７２.８％、夜間３８.３％ 

施設利用料金収入  ４８,４８９,５８３円 

駐車場利用料金収入 ４９,８９１,７９０円 

     R6 実績  利用者数 １２９,４５２人 

稼働率午前６１.８％、午後７０.３％、夜間３７.８％ 

施設利用料金収入  ４６,６６９,６５０円 

駐車場利用料金収入 ５２,７９０,６８０円 

 

   ２ 自主事業に関する業務 

   ⑴ 総  括   

コピーサービスや施設利用者の追加要望による机や椅子等の貸出を行った。 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  売  上 ２,７３５,３６４円 

      R6 実績  売  上 １,９２１,２２６円 

 

 

 〇 和歌山ビッグホエール 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

⑴  総  括   



利用者数は、コンサートをはじめ、興行系の催事が少なかったため、前年度実

績から２１，０６３人の減となった。 

一方、学校の体育祭招致に向けた営業活動や閑散期における利用料金の割引キ

ャンペーンなどを実施した結果、稼働率は昨年度を上回った。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  利用者数 １９５，８３２人 

            稼働率 午前６０％ 午後６６％ 夜間６７％ 

     R6 実績  利用者数 ２１６，８９５人 

            稼働率 午前５３％ 午後５７％ 夜間５９％ 

 

２ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

剣道錬成大会やテニスなど 8 件のスポーツ教室やイベントを実施した。 

また、毎朝実施しているラジオ体操ではラジオ体操優良団体等表彰近畿地方表

彰を受賞した。 

 

   ⑵ 実  績   

      R7 実績  参加者数 １１,５７９人 

      R6 実績  参加者数 １２,７０４人 

           

 ＜収１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

⑴  総  括   

中央駐車場の利用料金について、コンサートをはじめ、興行系の催事が少なかっ

たため、６年度実績を下回った。 

 

⑵  実  績   

      R7 実績  駐車場利用料金収入 ５２，８５９，５８０円 

      R6 実績  駐車場利用料金収入 ５５，５１８，２２０円 

 

   ２ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

施設内で利用する消耗品の販売や仮設電源の貸し出し等を行った。 

 

   ⑵ 実  績   

      R7 実績  売  上 １，９４０，７８０円 

      R6 実績  売  上 ３，６４１，９９５円 

 

 



 〇 武道・体育センター和歌山ビッグウエーブ 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

⑴  総  括   

利用者数は前年度実績より減少したが、就職相談会などスポーツ以外の利用 

が増加し、稼働率はアップした。加えて、過去最高の利用料金収入となった。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  利用者数 ９６，６６１人 

            稼働率 午前５９％ 午後７１％ 夜間８８％ 

     R6 実績  利用者数 ９９，４１４人 

            稼働率 午前５７％ 午後６４％ 夜間８０％ 

 

２ 自主事業に関する業務 

(1)  総  括   

テニスやバドミントンなど２６件のスポーツ教室やイベントを実施した。また、 

他施設で実施していた事業の受入れなどを行い実施回数の増加を図った結果、参 

加者数は、６年度実績を上回った。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  参加者数 ２３,９９４人 

      R6 実績  参加者数 ２３,０２９人 

 

＜収１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

⑴  総  括   

北駐車場の利用料金について、集客力のあるスポーツイベントなどが開催され

た結果、６年度 実績を上回った 

 

⑵  実  績   

      R7 実績  駐車場料金収入 ７，５２５，６５０円 

      R6 実績  駐車場料金収入 ６，６６８，９５０円 

 

   ２ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

施設内で利用する養生テープなどの消耗品の販売等を行った。 

 

   ⑵ 実  績   

      R7 実績  売  上 ５２２，３３０円 

      R6 実績  売  上 ３７５，４３０円 



 

 

 〇 河西緩衝緑地 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

⑴ 総  括   

有料公園施設利用者数について、松江緑地多目的運動広場や河西水泳場で利用

者が減少したが、改修工事が完了した西松江体育館アリーナの利用者が回復し、前

年度実績より 1,636 人増となった。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  有料公園施設利用者数 １３２，９５３人   

     R6 実績  有料公園施設利用者数 １３１，３１７人 

 

２ 自主事業に関する業務 

⑴ 総  括   

ハワイアンフラ、ZUMBA＆ストレッチピラティス、アルテリーヴォ和歌山スペシ 

ャルスクール、防災セミナーなど１３件の事業を実施した。利用者数は全体とし 

てほぼ横ばいで推移している。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  参加者数 ４,９９１人   

      R6 実績  参加者数 ５,１３５人 

 

  ＜公２事業＞ 

   １ 管理運営業務 

⑴  総  括   

植栽会議として、公園緑化の専門的知識を有した受託者との会合を定期的に 

開催し、施設内の樹木の状況把握や地域からの要望について協議するとともに、 

地元自治会や施設利用者等を構成員とする施設運営協議会において、施設の管 

理状況の共有や要望・意見を聴取し、施設運営の改善に活かした。 

 

⑵  実  績   

     R7 実績  植栽会議を月１回実施 施設運営協議会を年１回 

R6 実績  （同 上） 

 

   ２ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

ウォーキング大会、自然観察会馬とのふれあい体験会に加え、新規事業として 

小学生による熊野桜の植樹体験の計 4 件の事業を実施した。 



 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  参加者数 ６００人   

      R6 実績  参加者数 ４５７人 

 

 

＜収１事業＞ 

   １ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

アイス自動販売機（3 台）、清涼飲料水等自動販売機（13 台）に加え、新たに清涼

飲料水等自動販売機（1台）を追加した。 

 

   ⑵ 実  績   

      R7 実績  売  上 ３，８１４，３３８円  

      R6 実績  売  上 ３，２３６，９６９円 

 

 

 〇 和歌山県立体育館 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

⑴  総  括   

施設の利用促進策として、施設利用の予約がキャンセルされた場合に他の利用

団体等に連絡し利用していただくといった取組みにより、令和６年度の稼働率を

上回ることができた。 

なお、県有施設として初めて募集された命名権者、ネーミングライツのパー 

トナーが（株）幸福建設に決まり、令和８年４月１日より愛称を「こうふくホ  

ーム和歌山アリーナ」としている。 

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  利用者数 ９９,９５３人 

            体育場稼働率 午前８９％ 午後７８％ 夜間９６％ 

     R6 実績  利用者数 １００,３４３人 

            体育場稼働率 午前８２％ 午後７３％ 夜間８９％ 

 

２ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

アルテリーヴォ和歌山サッカーや卓球など１７件の教室やイベントを実施し、

多くの教室で令和６年度の参加者数を上回った結果、全体で６８７人の増となっ

た。 

 



   ⑵ 実  績   

     R7 実績  参加者数 ６,４２７人 

      R6 実績  参加者数 ５,７４０人 

 

＜収１事業＞ 

   １ 自主事業に関する業務 

⑴  総  括   

飲料等の自動販売機の設置やラインテープの販売を実施した。 

 

⑵  実  績   

      R7 実績  売  上 １,０７７,３００円 

      R6 実績  売  上 １,１３８,３９８円 

 

 

 〇 和歌山県立武道館 
 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

(1) 総  括   

施設利用に関し、利用状況に応じた調整を積極的に行い、利用促進に努めた結 

果、利用者数、稼働率とも前年度に引き続き良好に推移した。加えて、コロナ 

禍以降で最高の施設利用料金収入となった。また、施設運営協議会を通じて、 

課題についての検討を実施し、より良い施設運営方針の策定につなげることが 

できた。  

 

   ⑵ 実  績   

     R7 実績  利用者数 １４，８１１人 

            稼働率 午前９３％ 午後９１％ 夜間９４％ 

     R6 実績  利用者数 １４，７８０人 

            稼働率 午前９３％ 午後９２％ 夜間９６％ 

 

２ 自主事業に関する業務 

(1) 総  括   

「スポーツウエルネス吹矢」、「武道祭」など計６件の教室やイベントを実施し 

た一方で、講師の確保等に課題があった一部の事業が中止になったため、参加者数 

は減少した。 



 

⑵ 実  績   

     R7 実績  参加者数 ６１６人 

      R6 実績  参加者数 ７３０人 

 

＜収１事業＞ 

   １ 自主事業に関する業務 

(1) 総  括   

空調機及び自動販売機を設置した。 

 

 ⑵ 実  績   

      R7 実績  売  上 ６６４，９２６円 

      R6 実績  売  上 ６０８，７４８円 

 



公益財団法人　和歌山県スポーツ振興財団  正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
 

令和 7年 4月 1日 から 令和 8年 3月31日 まで
（単位：円）

Ⅰ  一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　(１) 経常収益

　　　　特定資産運用益 [ 0 ] [ 0 ] [ 983,589 ] [ 983,589 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 408,283 ] [ 1,391,872 ]

　　　　事業収益 [ 399,595,678 ] [ 112,172,500 ] [ 0 ] [ 511,768,178 ] [ 354,529,146 ] [ 0 ] [ 354,529,146 ] [ 0 ] [ 866,297,324 ]

　　　　受取補助金等 [ 1,100,000 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 1,100,000 ] [ 1,200,000 ] [ 0 ] [ 1,200,000 ] [ 0 ] [ 2,300,000 ]

　　　　雑収益 [ 100 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 100 ] [ 11,911 ] [ 0 ] [ 11,911 ] [ 79,925 ] [ 91,936 ]

　　　　経常収益計 400,695,778 112,172,500 983,589 513,851,867 355,741,057 0 355,741,057 488,208 870,081,132

　(２) 経常費用 0 0 0 0 0 0

　　　　事業費 [ 397,239,782 ] [ 126,161,901 ] [ 550 ] [ 523,402,233 ] [ 328,168,049 ] [ 0 ] [ 328,168,049 ] [ 0 ] [ 851,570,282 ]

　　　　管理費 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 1,762,749 ] [ 1,762,749 ]

　　　　経常費用計 397,239,782 126,161,901 550 523,402,233 328,168,049 0 328,168,049 1,762,749 853,333,031

　　　　 当期経常増減額 3,455,996 △13,989,401 983,039 △9,550,366 27,573,008 0 27,573,008 △1,274,541 16,748,101

　２．経常外増減の部 0 0 0 0 0 0

　(１) 経常外収益 0 0 0 0 0 0

　　　　経常外収益計 4,929,719 0 0 4,929,719 9,040,499 0 9,040,499 285,107 14,255,325

　(２) 経常外費用 0 0 0 0 0 0

　　　　経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 当期経常外増減額 4,929,719 0 0 4,929,719 9,040,499 0 9,040,499 285,107 14,255,325

　　　　 他会計振替前当期一般正味財産増減額 8,385,715 △13,989,401 983,039 △4,620,647 36,613,507 0 36,613,507 △989,434 31,003,426

　　　　 他会計振替額 0 0 17,967,099 17,967,099 0 △17,967,099 △17,967,099 0 0

　　　　 税引前当期一般正味財産増減額 8,385,715 △13,989,401 18,950,138 13,346,452 36,613,507 △17,967,099 18,646,408 △989,434 31,003,426

　　　　法人税・住民税及び事業税 0 0 0 0 71,000 0 71,000 0 71,000

　　　　 当期一般正味財産増減額 8,385,715 △13,989,401 18,950,138 13,346,452 36,542,507 △17,967,099 18,575,408 △989,434 30,932,426

　　　　 一般正味財産期首残高 △261,892,984 △93,865,749 150,145,886 △205,612,847 196,462,707 △167,609,322 28,853,385 226,182,960 49,423,498

　　　　 一般正味財産期末残高 △253,507,269 △107,855,150 169,096,024 △192,266,395 233,005,214 △185,576,421 47,428,793 225,193,526 80,355,924

Ⅱ  指定正味財産増減の部 0 0 0 0 0 0

　　　　特定資産運用益 [ 0 ] [ 0 ] [ 57,377 ] [ 57,377 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 57,377 ]

　　　　一般正味財産への振替額 [ 0 ] [ 0 ] [ △57,377 ] [ △57,377 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ △57,377 ]

　　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 指定正味財産期首残高 0 0 66,000,000 66,000,000 0 0 0 0 66,000,000

　　　　 指定正味財産期末残高 0 0 66,000,000 66,000,000 0 0 0 0 66,000,000

Ⅲ  正味財産期末残高 △253,507,269 △107,855,150 235,096,024 △126,266,395 233,005,214 △185,576,421 47,428,793 225,193,526 146,355,924

共通（収益） 小    計小    計
収益事業１

(事業)
公益事業１

（事業）
公益事業２

(事業)
共通（公益）

科　　　　目

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 合    計



 貸　借　対　照　表
 

 令和 8年 3月31日現在

公益財団法人　和歌山県スポーツ振興財団

（単位：円）

科　　　　目

Ⅰ  資産の部

　１．流動資産

　　　　　現金預金 168,150,966 139,071,168 29,079,798

　　　　　未収金 19,406,411 22,251,730 △2,845,319

　　　　　貯蔵品 4,949,355 4,778,307 171,048

　　　　　前払金 2,528,974 2,226,090 302,884

　　　　　立替金 829,515 50,047 779,468

　　　　流動資産合計 195,865,221 168,377,342 27,487,879

　２．固定資産

　 (１) 特定資産

　　　　　運営資産 66,000,000 66,000,000 0

　　　　　役員慰労金引当資産 5,934,800 5,235,400 699,400

　　　　　退職給付引当資産 43,792,542 55,082,235 △11,289,693

　　　　特定資産合計 115,727,342 126,317,635 △10,590,293

　 (２) その他固定資産

　　　　　建物 1,029,782 1,399,156 △369,374

　　　　　車両運搬具 5,444 5,444 0

　　　　　什器備品 1,416,497 1,217,255 199,242

　　　　　リース資産 7,993,261 6,585,701 1,407,560

　　　　　電話加入権 152,880 152,880 0

　　　　　投資有価証券 1,000,000 1,000,000 0

　　　　　ソフトウェア 844,800 1,056,000 △211,200

　　　　その他固定資産合計 12,442,664 11,416,436 1,026,228

　　　　固定資産合計 128,170,006 137,734,071 △9,564,065

　　　　資産合計 324,035,227 306,111,413 17,923,814

Ⅱ  負債の部

　１．流動負債

　　　　　未払金 94,137,848 103,197,161 △9,059,313

　　　　　前受金 13,297,330 10,008,746 3,288,584

　　　　　預り金 3,227,254 5,057,522 △1,830,268

　　　　　仮受金 86,810 20,856 65,954

　　　　　一年以内返済予定リース債務 2,489,916 1,713,756 776,160

　　　　流動負債合計 121,471,558 124,698,641 △3,227,083

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金 43,792,542 55,082,235 △11,289,693

　　　　　役員退職慰労引当金 5,934,800 5,235,400 699,400

　　　　　リース債務 6,480,403 5,671,639 808,764

　　　　固定負債合計 56,207,745 65,989,274 △9,781,529

　　　　負債合計 177,679,303 190,687,915 △13,008,612

Ⅲ  正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　　寄付金 66,000,000 66,000,000 0

　　　　指定正味財産合計 66,000,000 66,000,000 0

　　　　　 （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　　 （うち特定資産への充当額） ( 66,000,000 ) ( 66,000,000 ) ( 0 )

　２．一般正味財産 80,355,924 49,423,498 30,932,426

　　　　　 （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　　 （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　正味財産合計 146,355,924 115,423,498 30,932,426

　　　　負債及び正味財産合計 324,035,227 306,111,413 17,923,814

当年度 前年度 増　減



１　重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　①　満期保有目的の債券の評価

　　　償却原価法（定額法）に基づき評価する。

　　②　満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券の評価

　　　市場価格のあるものについては、期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は

　　　移動平均法により算定）によっている。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　最終仕入原価法によっている。

(3) 固定資産の減価償却の方法

　　①　有形固定資産

　　　定率法によっている。ただし建物については定額法によっている。

　　②　無形固定資産

　　　定額法によっている。

　　③　リース資産

　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　リース期間定額法によっている。

(4) 引当金の計上基準

　　役員退職慰労引当金　

　　　役員の退職慰労給付に備えるため、当事業年度末における退職慰労給付債務に基づき、　

　　当期末において発生していると認められる額を計上している。

　　退職給付引当金　

　　　職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき、　

　　当期末において発生していると認められる額を計上している。

(5) 消費税等の会計処理

　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。　

計算書類に対する注記 



２　運営資産及び特定資産の増減額及びその残高

　　運営資産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

運営資産

　投資有価証券 43,542,770 20,009,177 0 63,551,947

　有価証券預け金 21,000,000 0 21,000,000 0

　定期預金 1,457,230 1,048,200 57,377 2,448,053

小　　　計 66,000,000 41,009,177 41,009,177 66,000,000

特定資産

　役員退職慰労引当資産 5,235,400 699,400 0 5,934,800

　退職給付引当資産 55,082,235 3,092,119 14,381,812 43,792,542

小　　　計 60,317,635 3,791,519 14,381,812 49,727,342

合　　　計 126,317,635 44,800,696 55,390,989 115,727,342

３　運営資産及び特定資産の財源等の内訳

　　運営資産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 (単位：円)

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に
対応する額）

運営資産

　投資有価証券 63,551,947 (63,551,947) (0) －

　有価証券預け金 0 () (0) －

　定期預金 2,448,053 (2,448,053) (0) －

小　　　計 66,000,000 (66,000,000) (0) －

特定資産

　役員退職慰労引当資産 5,934,800 (0) (0) (5,934,800)

　退職給付引当資産 43,792,542 (0) (0) (43,792,542)

小　　　計 49,727,342 (0) (0) (49,727,342)

合　　　計 115,727,342 (0) (0) (49,727,342)



４　担保に供している資産はない。

５　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 8,029,875 7,000,093 1,029,782

車両運搬具 5,833,866 5,828,422 5,444

什器備品 41,144,365 39,727,868 1,416,497

リース資産 12,449,800 4,456,539 7,993,261

ソフトウェア 3,612,560 2,767,760 844,800

合　　計 71,070,466 59,780,682 11,289,784

６　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位：円)

科　　　目 帳簿価額 時　　価 評価損益

利付国債　78回 24,005,135 15,415,000 -8,590,135

利付国債　76回 19,590,111 12,426,000 -7,164,111

静岡県債　 1回 19,956,701 18,550,000 -1,406,701

東電PG債　47回 29,325,398 27,147,000 -2,178,398

利付国債　78回 1,000,000 616,600 -383,400

合　　計 93,877,345 74,154,600 -19,722,745

７　リース取引関係

(1) ファイナンス・リース取引

　①　所有権移転ファイナンス・リース取引

　　リース資産の内容

　　　その他固定資産

　　　　施設運営業務における受付システム用サーバー機器等（什器備品）である。

　②　所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　リース資産の内容

　　　その他固定資産

　　　　施設運営業務におけるパソコン機器等（什器備品）である。

８　その他

　　当事業年度において、職員の懲戒解雇に伴い、退職金を不支給としたため、当該職員

　　に係る退職給付引当金14,255,325円を取り崩し、経常外収益の「その他収益」として

　　計上しております。



附属明細書

１　特定資産の明細
（単位：円）

区分 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

特定資産

 44,968,175  36,960  21,000,000  24,005,135

 19,574,595  15,516  0  19,590,111

 0  19,956,701  0  19,956,701

 1,457,230  1,048,200  57,377  2,448,053

 66,000,000  21,057,377  21,057,377  66,000,000

 5,235,400  699,400  0  5,934,800

 5,235,400  699,400  0  5,934,800

 29,198,911  126,487  0  29,325,398

 25,883,324  2,965,632  14,381,812  14,467,144

 55,082,235  3,092,119  14,381,812  43,792,542

 126,317,635  24,848,896  35,439,189  115,727,342

２　引当資産の明細

　役員退職慰労引当金
（単位：円）

目的使用 その他

 5,235,400  699,400  0  0  5,934,800

　職員退職給付引当金
（単位：円）

目的使用 その他

 55,082,235  3,092,119  0  14,381,812  43,792,542

職員退職給付引当資産

資産の種類

運営資産

　利付国債　76回

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

運営資産　計

役員退職慰労引当資産

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

役員退職慰労引当資産　計

　利付国債　78回(預け金含む)

　静岡県債　1回

　東京電力PG　47回

　定期預金　(紀陽/東和歌山)

職員退職給付引当資産　計

特定資産合計

科目 期首残高 当期増加額

当期減少額

期末残高

職員退職給付引当金

役員退職慰労引当金

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高


